
　紫友同窓会会員の皆様に於かれましては益々ご健勝の
こととお喜び申し上げるとともに日頃から同窓会の運営
にご支援、ご協力いただき、心から感謝申し上げます。
　ご案内の様に、鹿児島大学は地域貢献と国際化に向け
て取り組んでおり、各施設増設、設備向上等が図られ、
国際的にも評価を受け、併せて、今回EAEVE認証公
式診断に際し、紫友同窓会として母校の発展の為に寄与
している事が評価された事は大変喜ばしいことと思って
おります。
　さて、本年３月に共同獣医学部２期生が卒業いたしま
した。昭和14年鹿児島高等農林学校を起点とし、今や全
国各地より集まった学生が充実した教育・研究課程を本

　2018年12月より現在までの共同獣医学部の動きについ
てご紹介させて頂きます。３月には2018年10月に受審し
ました（公財）大学基準協会による獣医学教育評価で「適」
と評価され基準適合認定書を頂きました（写真左）。認
定期間は2019年４月から2026年３月までの７年間です。
また獣医師国家試験の結果が公表され、新卒者（学部２
期生）は合格率90.3%とほぼ全国平均値を修め、卒業致
しました（写真右）。４月には佐野輝・鹿児島大学学長を
はじめ新執行部が発足致しました。共同獣医学部には８
期生32名が、共同獣医学研究科には２期生６名が入学し

学で学び、現代社会における獣医師の活躍する職域も多
種多様になる中、専門的知識と技術を生かして活躍して
いる事と思いますが、各地で母校の先輩の助言等を得る
ことに心強さを感じるのではないでしょうか。「各地同
窓生便り」を数多くお寄せいただき、加えて、新会員を
含めこの会報が大切な情報交換の場となり会員皆様の絆
が深まるよう各職域の近況等情報の提供を、前回同様、
お願いする次第です。
　鹿児島大学も佐野新学長の所信が表明されておりま
す。今後、新たな取り組みがなされますが、他学部同窓
会と連携しながら母校発展のために協力をし、情報交換
に努めてまいりたいと思っております。
　最後になりましたが、改めて同窓会活動の趣旨にご賛
同賜り、同窓会活動への積極的なご参加・協力と共同獣
医学部の発展のためのご指導、ご支援を賜りますようお
願い申し上げます。

ました。鹿児島大学同窓会連合会総会には紫友同窓会と
して２回目の参加を致しました。５月にはクロアチア・
ザグレブで開催されたEAEVE総会に出席し、６月には
EAEVEから１名の学生を含む計８名の審査員による視
察（FV）が行われました。結果は12月に判明致します
のでこの文章をお読みの頃は判明しています。７月には
柴山昌彦・前文科大臣が鹿児島大学を訪れ、当学部の山
口大学との遠隔授業やAAALAC Internat iona lの国
際認証を受けている総合動物実験施設等を視察されまし
た。８月には学部が財部高校跡地に家畜研究施設を構想
と新聞記事にされました。この様に現在も多くの事柄お
よび改革が進行中です。引き続き、皆様方の暖かいご支
援をよろしくお願い申し上げます。

共同獣医学部の最近の動向

紫友同窓会
　　会報５号に寄せて

　紫友同窓会　会長　新納　時英
（昭和44年卒）

共同獣医学部長　宮本　篤
（昭和57年卒）

学位記授与式後の２期生集合写真認定証と宮本学部長
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昭和36年卒、傘寿の会
西中川　駿（昭和36年卒）

　平成29年11月４日、昭和36年卒の傘寿を迎えた人・迎
える人が、遠くは札幌から鈴木さん、千葉から香月さん、
名古屋から郡山さん、大阪から西間庭さん、佐賀から打
越さん、宮崎から松形さん、そして地元鹿児島からは宮
田さん、野村さん、宮里さん、松元さん、西中川の11名
が集まり、ホテルレクストン鹿児島で傘寿の会と銘打っ
て同窓会を開催しました。同級生29名のうち、すでに９
名が亡くなっており、ご冥福をお祈りしつつの会となり
ました。当日は皆さん元気で一次会、二次会で旧交を深
めながら楽しいひと時を過ごしました。次回は大阪での
再会と残された人生を活き活きと過ごしましょうと話し
合いながら散会しました。

昭和44年卒同窓会報告
新納　時英（昭和44年卒）

　平成30年11月10日に、卒後50周年記念同期会をホテル
マイステイズ鹿児島にて開催しました。前年の29年には
プレ50周年と称し同窓会を開催し、宮崎・熊本からも参
加がありましたが、本番の今回、遠くは千葉、茨城から
も参加があり、物故者８名を除き７割強の18名の参加申
し込みがあり実施されました。
　過去４回同期会を開催しましたが、卒後50周年という
こともあり、集合場所を旧獣医学科研究棟前とし、宮本
共同獣医学部長自ら学内を案内いただき、卒後初めて母
校を訪問された方も多く、施設・設備の充実ぶりは勿論
のこと、教育レベル等その変貌ぶりに驚かれた方が大半
でした。曰く「今ん学生は凄かな！とてもじゃなかどん、
ついて行けん」でした。
　懇親会には、恩師の坂本紘先生、宮本篤共同獣医学部
長の両先生をお招きし、物故者への黙とうから始まり、
近況報告（持病、孫、仕事等）も含め大いに話が盛り上
がりました。

　鹿児島県獣医師会には、30年度は会長を含め４名の同
期生が理事で在籍し、活躍している事は喜ばしい事で、
その勢いも得て、二次会・三次会へと繰り出した往年の
猛者も健在だったようです。
　２年後の再会を期し、心地よい青春時代の思い出と共
に皆さん帰路に就いた次第です。

　母校が本年６月に受けたEAEVEの公式診断の結果が12月12日に発表され、見事「認証」の評価を受けました。
祝意を表するとともに、母校の益々の発展を祈念します。



平成22年卒同期会
一二三　達郎（平成22年卒）

同窓会活動便り同窓会活動便り

❖学部第２期生巣立つ！
　共同獣医学部となって第２期生が３月25日社会へ巣立っ
て行きました。学部が取り組んでいるEAEVEの教育内容
に合わせて授業・実習、特にポリクリを大幅に増やすとい
う変更にも食らいついて来た学年でもありました。この２
期生の卒業を祝して、同窓会は学部及び学生会と合同で「卒
業記念パーティー」をザ・ピークプレミアムテラスで開催
しました。同窓会からは新納会長、栫副会長、鶴田副会長、
西中川顧問が出席して卒業生の門出を祝福しました。写真
は卒業生を交えた出席者の集合写真です。

❖ベストクラスメート賞
　同窓会は、卒業生の中からクラスの取りまとめを最も熱心に
行った男女各１名を、ベストクラスメート賞として毎年表彰し
ています。平成30年度は、濱田悠平会員、下田真優会員でした。

❖鹿児島大学同窓会連合会報告
　平成31年度の鹿児島大学同窓会連合会総会が４月６日に
城山ホテル鹿児島で開催され、本会から会長以下５名が参
加しました。議題として連合会会長及び代表幹事の交代が
諮られ承認されました。また、学長に佐野輝氏が就任した
ことに伴い、新理事等の紹介がありました。総会後には懇
親会が開催され、本会からの14名を含む総勢約230名が参
加し、学部を超えて交流がなされ、大いに盛り上がりまし
た。来年は更に多くの会員が参加してくださるようご協力
をお願いします。写真は懇親会に参加した会員の皆様です。

❖奨学寄附金等の贈呈
　令和元年度は、共同獣医学部のEAEVE公式診断支援の
ために30万円の奨学寄附金を贈呈しました。

　平成30年11月23日に平成16年入学の同期会を鹿児島中
央駅前の東急REIホテルにて行いました。
　参加者は16名と子供２名でした。毎年、少人数の同期
会は学会等の折に開催されていましたが、クラス全体で
の開催はなく、卒業以来８年ぶりに再会する人も珍しく
ありませんでした。参加者はいずれも年齢的に30代半ば
に差し掛かっており、転職、開業、結婚、出産等、人生
の節目のイベントを経験してきた者も多く、各々の近況
を報告する良い機会になりました。
　一次会の後は、二次会、三次会と続き、話が尽きるこ
となく夜が更けていきました。次回は卒業後10年目での
同期会開催の声が上がっており、そこでの再会を約束し
ました。その際には、母校で教員を勤めている立場とし

て、私どもの在学時よりもはるかに充実した共同獣医学
部の施設案内もあわせて行えればと思います。
　最後に、今回の同期会の企画及び事務局としてのとり
まとめを行っていただいた、平成16年入学同期の大川洋
明君、中尾純大君に深謝いたします。



鹿児島大学共同獣医学部解剖学研究室内
紫友同窓会（事務局）

TEL：099-285-3538/8711（FAX 兼用）
E-mail：k2088185@kadai.jp

（お願い：出来るだけ FAX またはメールをご利用ください）

連絡先

　毎年のように集中豪雨、台風等の大きな自然災害が想定外の規模
で発生し、甚大な被害が出ています。会員の中にも被災された方々
がおられることを思うと胸が痛みます。このような不測の事態に備
えて様々な準備・対策を立てておくことも大切ですが、早目に避難
することの決断と実行も重要であると痛感させられます。さて、今
年も会報を年内にお届けできることになりました。会報は皆様から
の情報提供の場としてこれからも発信していきますので、同期会や
支部会のお便りをお寄せください。

編集後記

❖会計報告
　平成30年度の一般会計収支決算書（令和元年６月29日の
評議員会で承認）の概要を表に示しました。収入3,284,785
円に対し支出1,061,957円で、2,222,828円が繰越額です。な
お、平成30年度学術基金の収支決算では、収入5,254,417円
に対し、1,050,000円の支出があり、4,204,417円が繰越額と
なっています。

　　　　　 平成30年度の一般会計収支決算書� （単位　円）

会　計 項　目 決　算
収　入 繰 越 額 2,036,775

会 費 918,000
学 生 会 費 280,000
雑 収 入 10
繰 入 金 50,000
合 計 3,284,785

支　出 会 議 費 120,960
通 信 費 336,407
寄 附 費 116,425
人 件 費 110,200
卒業記念祝賀会 110,000
同窓会連合会費 100,432
そ の 他 167,533
合 計 1,061,957

繰越し （ 収 入 － 支 出 ） 2,222,828

❖会費等納入のお願い
　同窓会の収入は、会員諸氏による年会費（1,500円）及び
学術基金（寄附金、一口500円）から成り立っています。
前回から年会費と学術基金をセットにしたコンビニ用の専
用振込用紙も同封しましたのでご利用ください。皆様から
の浄財は、会費発行や共同獣医学部への支援等に大切に使
用させていただいております。今後とも同窓会活動へのご
理解・ご支援と共に、会費等納入をよろしくお願い申し上
げます。

❖学部教員の異動（発令日順）

新任：野口　亜季 特任助教（動物病院 R1.7.1）
　　　宇野　泰広 准教授（薬理学 H1.9.1）
採用：岩永　朋子 助教（動物病院 R1.9.1）
昇任：高橋　　香 助教（動物病院 H31.4.1）
　　　藤木　　誠 教授（動物病院 R1.10.1）
　　　三浦　直樹 教授（動物病院 R1.10.1）
　　　矢吹　　映 教授（動物病院 R1.10.1）
退職：叶内　宏明 准教授（分子病態学 H31.3.31）
　　　桃井　康行 教授（画像診断学 R1.8.31）

❖お慶び　益々のご活躍をお祈りいたします。

矢吹　映会員（平成９年卒）：第162回日本獣医学会学術集
会において、「腎臓の形態および腎疾患の病態機構に関す
る比較生物学的研究」で日本獣医学会賞を受賞しました。

❖同窓会役員
　現役員名簿は下記のとおりです。

顧　　　問 西中川　駿（36）
会　　　長 新納　時英（44）

副　会　長 栫　　哲郎（44） 鶴田　　勉（49）
宮下　善穂（50） 松元　光春（55）

監　　　事 石黒　　茂（41） 伊地知洋幸（54）
吉満　文隆（57）

評 議 員
選出母体
学　　外

県 畜 産 課 渡邊洋一郎（60） 福重　哲也（03）
県生活衛生課 河野　友紀（20）
畜 産 試 験 場 佐々木幸良（58）
中 央 家 保 保　　正明（02）
県食肉検査所 姫木　　学（60）
市 保 健 所 川原　成明（61）
市食肉検査所 田邊　　隆（60）
市 公 園 公 社 石堂　昭憲（50）
経 済 連 川畑　忠祐（13）
開 業 上村　利也（02）

一 般

松元　計士（36） 坂本　　紘（40）
永野　保任（41） 安田　宣紘（43）
田原　　健（45） 高橋　　亘（46）
高瀬　公三（50） 櫻井　幹男（51）
北野　良夫（52） 紺家　亮爾（52）
山下　静馬（53） 上村　裕子（56）
西田　浩二（56） 徳田　祐二（57）

鹿 大 医 川口　博明（07）

評 議 員
選出母体
事 務 局

宮本　　篤（57） 三角　一浩（61）
帆保　誠二（62） 小尾　岳士（02）
窪田　　力（02） 藤木　　誠（07）
畠添　　孝（08） 三浦　直樹（09）
矢吹　　映（09） 安藤　貴朗（13）
高橋　　雅（16） 一二三達郎（22）
古澤　　悠（24） 蔵元　智英（27）

❖訃報　謹んでご冥福をお祈りいたします。

　稲田　七郎（賛助）
　小寺　謙次（19）　宮島　吉男（19）　西橋　盛孝（20）
　大藪　　惇（23）　竹内　正郎（23）　永田　次雄（23）
　藤井英太郎（23）　岩下　彰郎（30）　梶山　　浩（30）
　鈴　　近男（26）　山崎　筑士（33）　吉村　征彌（36）
　川上　博文（36）　益満　国臣（41）　鬼塚　隆司（43）
　小島　久明（49）　尾崎　史佳（55）
　　　（敬称略：平成30年11月〜令和元年11月末にご逝去）


